
一般演題 
 1. 「核タンパクによる免疫細胞の増強効果の検討」澤智華（昭和大・医・第一解剖学）他 

 2. 「核タンパクによるがん細胞に対する増強抑制効果」養父佐知子（昭和大・医・第一解剖学）他  

 3. 「マウス脳の遺伝子発現に及ぼす核蛋白摂取の影響」 桐山恵介（昭和大・医・第一解剖学）他 

 4. 「鮭白子ヌクレオプロテインは長寿遺伝子サーチュインを介して線虫の熱ストレス耐性を向上させる」  
   古橋翼（筑波大・大学院・生命環境科学）他 

 5. 「Antiobesity effect of hydroxytyrosol via modulation of adipogenesis and lipolysis in 3T3-L1」  
   Riadh Drira （筑波大・生命環境科学）他 

 6. 「高脂肪食給餌ラットにおけるサケ白子抽出物摂取の影響」中澤京子（東京大・総括プロジェクト機構）他 

 7. 「腸管ポリープ形成とIL1/IL17の役割」角田茂（信州大・ヒト環境科学研究支援センター）他 

 8. 「βグルカンの構造と免疫認識に基づいた機能性評価法の検討」安達禎之（東京薬科大・薬学・免疫）他 

 9. 「乳酸菌二重鎖RNAにより誘導されるIFN-βとその腸管炎症修復機構」辻典子（（独）産業技術総合研究所）他 

10. 「新規開発したコラーゲン抗糖化アッセイ法を用いたPhytohemicalsの機能性評価」 平敏夫（（株）プライマリーセル）他 

11. 「3次元ヒト皮膚モデルを用いたオリゴDNAのコラーゲン代謝能の評価」鈴木健（NPO法人遺伝子栄養学研究所）他 

12. 「核内栄養素によるアンチエイジングの新展開」 髙橋芳樹（NPO法人遺伝子栄養学研究所）他 

13. 「コーヒー摂取が食餌誘導性肥満モデルマウスに及ぼす影響の網羅的解析」高橋祥子（東京大・農・生命科学研究・応用生命化学）他 

14. 「視床下部腹内側核(VMH)破壊肥満モデルにおけるアディポネクチン(ADN)産生の亢進」鈴木祥子（桐生大・医療保健・栄養学）他 

2012年8月10日（金） 
  12:30~17:50   

 

北広島クラッセホテル  

３階 クラッセホール【大ホール】  
北海道北広島市中の沢316-1  

最寄り駅：JR北広島駅  無料シャトルバス運行  

大会会長 ： 加藤 久典 
（東京大学総括プロジェクト機構・特任教授） 

 

 
 
 

基調講演  

「健康長寿に働く生理機能分子の探索と解析 

               ー 長寿遺伝子と健康ー 」 
   坂本 和一 ： 筑波大学生命環境系・准教授 

参加申し込み及び問い合わせ 
年会費：2,000円 （参加無料）  

申し込み方法：メール（sugi@idenshi.com） またはFAX（0123-36-0005） 

事務局：NPO法人遺伝子栄養学研究所 


